
平 成 ２ ２ 年 度 第 ２ 回 午後の部 (伝送交換)
電気通信主任技術者試験問題 専門的能力・電気通信システム

注 意 事 項

１ 試験開始時刻 １４時２０分

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

「電気通信システム」のみ １ 科 目 １５時４０分

「専門的能力」のみ １ 科 目 １６時００分

「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目 １７時２０分

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

第１問 第２問 第３問 第４問 第５問 ペ ー ジ

伝 送 ８ ８ ８ ８ ８ 伝１～伝14

無 線 ８ ８ ８ ８ ８ 伝15～伝28

伝送交換主任技術者 専門的能力 交 換 ８ ８ ８ ８ ８ 伝29～伝42

デ ー タ 通 信 ８ ８ ８ ８ ８ 伝43～伝55

通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝56～伝70

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝71～伝74

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

(1) マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。

(2) 受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。

(3) 生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの｢０｣もマークしてください。

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

(1) マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。

｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。

(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) 免除科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。

(4) 受験種別欄は、あなたが受験申請した伝送交換主任技術者(『伝 送 交 換』と略記)を○で囲んでください。

(5) 専門的能力欄は､『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』のうち、あなたが受験申請した専門的能力を○で囲んでく

ださい。

(6) 試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)

受　　験　　番　　号
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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

伝送交換主任技術者 専門的能力 交 換

問１ 交換設備などに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＩＳＤＮにおける信号方式の概要について述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＩＳＤＮにおける呼制御信号の送受信は、一般に、ＩＳＤＮ標準端末と網の間はＩＳＤＮユ

ーザ・網インタフェース上の (ア) を用い、交換機と交換機の間はＮｏ.７共通線信号方式

のＩＳＤＮユーザ部(ＩＳＵＰ)を用いて行われる。

図はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ６９９を参考にして記述したＩＳＤＮ基本呼シーケンス例である。

このシーケンス例において、発側交換機は、発ユーザ側から呼設定メッセージである (イ)

を受信すると、その中の着信電話番号を分析し、中継交換機への出回線を捕捉するとともに、

着信電話番号などを編集し、 (ウ) 信号として中継交換機へ送出する。

中継交換機では、信号の中の着信電話番号を分析し、中継回線を捕捉して、着側交換機へ信

号を送出するとともに両方向通話パスを設定する。

着側交換機では、受信した (ウ) 信号の中の着信電話番号から着側加入者を特定して、

着ユーザ側に対して (イ) を送出するとともにＡＣＭ信号を中継交換機経由で発側交換機

へ転送する。さらに着端末が呼出状態へ移行すると、着ユーザ側から着側交換機へ呼出メッセ

ージであるＡＬＥＲＴが送出される。着側交換機は、ＡＬＥＲＴを受信すると (エ) メッ

セージであるＣＰＧ信号を中継交換機経由で発側交換機へ転送して、着端末が呼出中であるこ

とを通知する。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① ＣＯＴ ② ＡＮＭ ③ 応 答 ④ Ｄチャネル

⑤ ＲＥＬ ⑥ ＣＯＮＮ ⑦ ＳＥＴＵＰ ⑧ アドレス完了

⑨ ＩＡＭ ⑩ ＤＩＳＣ ⑪ Ｂチャネル ⑫ 電話ユーザ部

⑬ ＲＬＣ ⑭ 解放完了 ⑮ 呼経過 ⑯ 信号接続制御部

加入者線 中継回線 中継回線
中継交換機 着側交換機発側交換機発ユーザ 着ユーザ

共通線信号網

加入者線

(イ)
(ウ)

ＡＣＭ
ＡＣＭ

(イ)
(ウ)

ＡＬＥＲＴ

ＡＬＥＲＴ

ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ

ＣＰＧ
ＣＰＧ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

回線交換方式の電話網における信号方式について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① 加入者線信号方式では、加入者線交換機と中継交換機とのインタフェース条件及

び通信手順にて、電話番号や音声情報を交換機から交換機に伝える仕組みが定めら

れている。

② アナログ信号を用いるＰＢ信号方式では、発呼信号として４種類の高群周波数と

３種類の低群周波数からそれぞれ一つずつ組合せて、０、１、＃などの押しボタン

ダイヤル信号を表現する方法が定められている。

③ ＩＳＤＮ基本アクセスメタリック加入者線伝送方式では、音声などを伝送する信

号チャネル、信号チャネルを制御する情報チャネルなどのインタフェース構造が定

められている。

④ 局間信号方式におけるＮｏ.７共通線信号方式では、複数の通話回線を１本の信

号転送専用の回線で共通的に制御するＴＵＰ、ＩＳＵＰなどの機能が定められてい

る。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電話用デジタル交換機の加入者回路の機能について述べた次の文章のうち、誤っているもの

は、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① デジタル通話路は呼出信号を通すことができないため、加入者回路には、電話機

に着信を知らせるための呼出信号送出機能が設けられている。

② 加入者回路は、加入者ケーブルの心線などを伝搬して侵入する異常電圧から、交

換機を保護するための過電圧保護機能を有している。

③ ＣＯＤＥＣは、電話機からの上りのアナログ信号をＰＣＭ信号に変換する復号器

と、下りのＰＣＭ信号をアナログ信号に変換する符号器により構成される。

④ デジタル通話路は、加入者線試験に必要な電力信号や電流をそのまま通すことが

できないため、加入者回路に割込用回路を設けることにより加入者線を捕捉し、加

入者線試験を可能としている。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電話用デジタル交換機で用いられるマルチプロセッサ制御方式について述べた次のＡ～Ｃの

文章は、 (キ) 。

Ａ 機能分散制御方式では、複数のプロセッサがそれぞれに処理を行っている。一つの交換処

理を実行するためには、これらのプロセッサ間での情報の送受信が必要であり、この情報の

送受信は、プロセッサ間通信といわれる。

Ｂ プロセッサ間通信においては、待ち合わせ制御機能により、各プロセッサの状態を一元的

に管理し、送信側プロセッサからの情報をいったんバッファメモリに蓄積することで、受信

側プロセッサが通信可能となるまで待ち合わせることができる。

Ｃ プロセッサ間通信においては、バスの競合制御機能により、プロセッサ間のバスの使用権

を一元的に管理し、バスの使用要求があった場合、あらかじめ定められた優先順位に従うこ

とで、バスの競合を防止することができる。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＴＵ－Ｔ勧告により標準化されているＮＧＮにおける、トランスポートストラタムのトラ

ンスポート機能について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① トランスポート機能には、ＣＡＴＶ、ＡＤＳＬ、無線ＬＡＮなどのＵＮＩを持つ

エッジ機能、ＱｏＳ設定やファイアウォールなどの設定を行うアクセスネットワー

ク機能、大容量のＩＰパケットを転送するコアトランスポート機能などがある。

② エッジ機能では、ユーザ端末から送られてくるＩＰパケット化された音声や映像

などの各メディア情報をメディアストリームクラスや通信形態の単位で統合して転

送している。

③ アクセスネットワーク機能では、ユーザ端末からのネットワークへのアクセスを

サポートし、ユーザ端末からのトラヒックを転送している。

④ コアトランスポート機能では、ルータ群などから構成されるコアネットワークに

て、バッファ管理、ポリシング、シェーピングなどのトラヒック処理を行っている。
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問２ 通信網などに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、電気通信サービスにおける品質の概要について述べたものである。 内

の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

電気通信サービスの品質を表すものとして、ＱｏＳ及びＱｏＥ(Quality of Experience)が

挙げられる。

ＱｏＳは、厳密にいえば、ネットワーク側の観点からみたネットワークの性能指標を表すも

ので、ＩＰネットワークでは、パケットの転送帯域、 (ア) 、ジッタ並びにネットワーク

内部でのパケット廃棄、ビット誤り率などのネットワーク性能の評価値を示す場合などに用い

られる。

電話のみの単純な通信サービスにおいては、ＱｏＳとユーザが享受する通信サービスの品質

の対応づけは比較的簡単となる。しかし、クローズドＩＰネットワークが普及し、回線を占有

する既存の電話からＶｏＩＰ技術による電話の利用、ＩＰネットワーク内での同報通信技術を

利用した (イ) の配信などの増加で、安定した通信品質を維持するための制御が難しくな

るに従い、ユーザにとっては、ビット誤り率などのＱｏＳパラメータではなく、音声がきれい

に聞こえるかどうかなどが問題となってきた。そこで、ＱｏＳを発展させる形でＱｏＥが定義

された。

ＩＴＵ－ＴにおいてＱｏＥは、｢エンドユーザによって主観的に知覚されるアプリケーショ

ンやサービスの全体的な (ウ) ｣と定義されており、ネットワークのみならずサービス提

供を構成するさまざまな要素が影響する可能性があるとされている。また、ＱｏＳについても、

ユーザの満足度を決定づけるサービスの性能に影響するものとして、サービスサポート、運用

性、可用性からセキュリティに至るまでをカバーする概念として定義されている。

すなわち、ＱｏＥは、一般に、ユーザ (エ) 品質といわれ、ＱｏＳをネットワークが提

供するサービス品質とすると、ＱｏＥをユーザが (エ) するサービス品質として区別する

ことができる。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① 遅 延 ② 側 音 ③ ＦＡＸ ④ 安定性

⑤ ＩＳＤＮ ⑥ 要 求 ⑦ 映 像 ⑧ 多様性

⑨ 管 理 ⑩ 鳴 音 ⑪ 近端漏話 ⑫ 体 感

⑬ 受容性 ⑭ 構 築 ⑮ 仕 様 ⑯ ＷｉＭＡＸ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ランダム呼の条件などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) であ

る。

<(オ)の解答群>

① ランダム呼では、呼の生起する確率が常に変動している。

② ランダム呼では、ある呼が生起する確率が、その前に何個の呼が生起したかには、

まったく関係がない。

③ ランダム呼では、充分短い時間を取れば、その間に二つ以上の呼が生起する確率

は、無視できるほど小さい。

④ 加えられた呼がランダム呼であっても、あふれ呼は、もはやランダム呼ではなく、

違った性質を示す。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

トラヒックについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ ある交換設備において、１日中の呼数が６００呼、最繁時呼数が９０呼であり、平均保留

時間が一定であったとき、最繁時集中率は１５％である。

Ｂ ある回線群へ１０分間に４００呼が生起し、回線の平均保留時間が９０秒であったとき、

この回線群の呼量は１０アーランである。

Ｃ ある回線群の午前９時００分から午前９時３０分まで及び午前９時３０分から午前１０時

００分までの各３０分間に生起した呼数及び平均回線保留時間を調査したところ、表に示す

結果が得られた。この回線群の午前９時００分から午前１０時００分までの１時間における

生起呼量は、８５アーランである。

時 刻 ９時００分～９時３０分 ９時３０分～１０時００分

生 起 し た 呼 数 １,２００呼 １,８００呼

平均回線保留時間 ９０秒 １１０秒

＜(カ)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

即時式や待時式の交換機の輻輳などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、
ふくそう

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① 加えられた呼が出回線ふさがりなどで直ちに出回線に接続することができない状

態を輻輳といい、待時式の交換機においては輻輳に出会う確率を呼損率という。

② 即時式の交換機においては、加えられた呼量と運ばれた呼量が等しい場合は輻輳

は起こっていない。また、加えられた呼量と運ばれた呼量の差が小さいほど輻輳の

度合いは高い。

③ 交換機のいずれの入線からもすべての出線に対して接続経路が設けられており、

かつ、すべての出線が使用中のとき以外は接続不能とならない交換線群を完全線群

という。

④ 不完全線群の交換機で内部輻輳により接続できなかった呼は、トラヒックの分類

上、完了呼として扱われる。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電気通信番号における電気通信事業者の識別について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ 携帯電話では、｢０９０｣又は｢０８０｣で始まる電話番号が利用されている。携帯電話

において番号ポータビリティを利用している場合は、｢０９０｣又は｢０８０｣の次の４桁

の数字(ＣＤＥＦコード)が移転先の携帯電話事業者を表す。

Ｂ ＩＰ電話の番号体系には｢０５０｣と従来の｢０ＡＢ～Ｊ｣番号の２種類がある。｢０５０｣番

号の場合は、｢０５０｣の次の４桁の数字(ＣＤＥＦコード)がＩＰ電話事業者を表す。

Ｃ 電気通信事業者の事業者識別番号には、｢００ＸＹ｣、｢００２ＹＺ｣又は｢００９１Ｎ１Ｎ２｣

番号がある。｢００９１Ｎ１Ｎ２｣番号の場合は、｢００９１｣の次の２桁の数字(Ｎ１Ｎ２コード)

が電気通信事業者を表す。

＜(ク)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問３ アクセス伝送技術などに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＩＰＴＶの概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適

したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

ＩＰＴＶサービスとは、ＩＰネットワークを通じて映像コンテンツを配信するサービスのこ

とで、ＩＴＵ－ＴのフォーカスグループにおいてＩＰＴＶは、ＱｏＳ、セキュリティ、双方向

性、信頼性などを確保するために管理されたＩＰネットワーク上で配信される、ＴＶ放送、ビ

デオ、音声などのマルチメディアサービスと定めている。

ＩＰＴＶの映像が映像配信サーバから受信機に配信されるまでには、ＩＰパケットをＲＴＰ

により (ア) 伝送する放送型サービスの方式、受信機からの要求に応じて映像配信の開始

／終了などの制御を行う (イ) サービスの方式などが用いられている。

放送型のＩＰＴＶを提供するネットワークは、一般に、ＴＶ放送サービスの品質などを事業

者が管理して各地域に配信するコアネットワークである (ウ) 、各地域のノードからユー

ザ宅までのアクセスネットワーク及びユーザ宅の入り口から (エ) までの宅内を伝送する

ホームネットワークで構成される。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＤＳＵ ② ＩＭＡＰ ③ パススルー ④ アナログモデム

⑤ ＣＤＮ ⑥ ＶｏＩＰ ⑦ ＶＯＤ ⑧ マルチキャスト

⑨ ＯＬＴ ⑩ ＩＳＤＮ ⑪ ＨＴＴＰ ⑫ ユニキャスト

⑬ インターネット ⑭ トランスモジュレーション

⑮ セットトップボックス ⑯ オープンネットワーク

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

映像信号の符号化技術について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) であ

る。

<(オ)の解答群>

① ＭＰＥＧ－１は、ＩＴＵ－Ｔ勧告による１.５Ｍbit／s以下の伝送帯域での

蓄積メディアなどに用いられる静止画像符号化方式である。

② ＭＰＥＧ－２は、放送・通信・蓄積などのメディアに汎用的に用いられる動画

像符号化方式である。

③ ＭＰＥＧ－４の画像圧縮符号化は、ビジュアル圧縮符号化ともいわれ、画像を

構成する要素であるオブジェクトを一つの圧縮符号化方式で符号化するのではな

く、それぞれのオブジェクトを別々の圧縮符号化方式で符号化する方法が採用さ

れている。

④ ＭＰＥＧ－７は、ＩＳＯ／ＩＥＣにおいて策定された、種々のマルチメディア

コンテンツを高速に検索するための記述形式などに関する規格である。
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(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

アクセス系伝送技術の種類と特徴について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(カ) である。

<(カ)の解答群>

① １対のメタリック回線を用いて双方向のデジタル信号を伝送するＩＳＤＮの主

な方式としては、一定間隔の時間繰り返しの上り下り信号を割り当てるＴＣＭ方

式と、上り下りの信号をハイブリッド回路を用いて分離するＥＣ方式がある。

② メタリック回線を用いてＩＳＤＮより高速な通信を行う方式として、ＨＤＳＬ、

ＳＤＳＬ、ＡＤＳＬなどがある。このうち、ＡＤＳＬは上り下りの伝送速度が異

なっている。

③ ＤＭＴは、ＨＤＳＬの変調方式として利用されている。このＤＭＴ方式は、

ＰＳＫ方式による複数のサブキャリアを伝送することで、高速通信を実現してい

る。

④ ＦＴＴＨで用いられる伝送方式としては、光ファイバ１心を用いて双方向伝送

を行うＴＣＭ方式、ＷＤＭ方式などと、光ファイバ２心を用いて双方向伝送を行

うＳＤＭ方式がある。

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＡＤＳＬの構成について述べた文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ユーザのパーソナルコンピュータなどからのＩＰパケットをＡＴＭセル化し

ＡＤＳＬ信号に変調する装置として、ＢＡＳ(Broadband Access Server)が用いら

れる。

② 設備センタ内に設置され、ＡＤＳＬ信号を復調した後のＰＰＰｏＡやＰＰＰｏＥ

の信号からＰＰＰを終端しＩＳＰなどの接続先に振り分ける機能を有する装置とし

て、ＤＳＬＡＭがある。

③ ＡＤＳＬモデムにはブリッジ型とルータ型があり、ＷＡＮ回線を経由してＬＡＮ

を接続する場合、一般に、ブリッジ型は論理的には異なるＬＡＮのセグメントとし

て扱われるが、ルータ型は同一ＬＡＮのセグメントとして扱われる。

④ ＡＤＳＬサービスと既存の電話サービスを一つのメタリック回線で利用する場合

は、ユーザ宅内に設置されたスプリッタと、設備センタ内に設置されたスプリッタ

によってＡＤＳＬのデータ信号と電話の音声信号を合成及び分離する。
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(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＰＯＮ方式の概要について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ＰＯＮ方式は、ユーザ宅内に設置のＯＮＵ、設備センタ内に設置のＯＬＴ、設備センタか

らの光ファイバケーブルを複数のＯＮＵに対して分岐するとともに光／電気信号変換機能を

有する光スプリッタなどから構成される。

Ｂ ＯＬＴからＯＮＵへの下り方向の信号の送信に当たっては、信号を複数のＯＮＵに同報通

信する方式が採られている。

Ｃ 複数のＯＮＵから同時に送信されたＯＬＴへの上り方向の信号が光スプリッタにおいて衝

突することを防止するため、ＯＬＴから各ＯＮＵに対して送信タイミングを制御する方式が

採られている。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

問４ ＩＰネットワーク技術などに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ルータの機能概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も

適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、

同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ルータは、 (ア) と同様にＬＡＮどうしを相互に接続するための装置の一種であるが、

(ア) がＭＡＣアドレスを参照するのに対して、ルータは、一般に、ＩＰアドレスを参照

し、パケットのルーティングを行う。ルータは、ルーティングの際に、優先度、割り当てる帯

域などの制御目的に合わせて複数設けることが可能な (イ) にパケットを一時的に蓄積し、

一般に、 (イ) に入ってきた順番にパケットを送出する処理機能を持つ。

ルータは、サポートしているプロトコルで分類すると、ＴＣＰ／ＩＰだけに対応したＩＰ

ルータ、ＴＣＰ／ＩＰ以外のＡｐｐｌｅＴａｌｋ、ＩＰＸなどのプロトコルにも対応した

(ウ) プロトコルルータなどに分けられる。また、ルータは、適応する領域により分類す

ると、企業の事業所内などでＬＡＮ内のセグメントどうしを接続するローカルルータ、事業所

間などで広域網を経由して遠隔のＬＡＮどうしを接続する (エ) ルータなどに分けられる

が、用途に応じて、アクセスルータ、ブロードバンドルータなどの呼称も用いられる。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① エッジ ② コア ③ リピータ ④ ＡＤＳＬモデム

⑤ マルチ ⑥ ＤＳＵ ⑦ スロット ⑧ デュアル

⑨ パス ⑩ ワイド ⑪ ブリッジ ⑫ トランザクション

⑬ キュー ⑭ 高 速 ⑮ リモート ⑯ シングル
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＲＩＰｖ２(ＲＩＰバージョン２)の特徴について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＲＩＰｖ２は、ＲＩＰｖ１と同様に、ディスタンスベクタ型のルーティングプロ

トコルに分類される。

② ＲＩＰｖ２は、ＲＩＰⅴ１と同様に、経路情報の交換にＴＣＰを利用した、コネ

クション型のプロトコルを採用している。

③ ＲＩＰｖ２は、ＲＩＰｖ１と異なり可変長サブネットマスクをサポートしており、

サブネットマスクの情報をアナウンスすることができる。

④ ＲＩＰｖ２は、ＲＩＰｖ１と異なり経路情報をマルチキャストアドレスによりア

ナウンスすることができる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰ電話におけるジッタについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ ジッタが発生すると、音声パケットの到着間隔が一定でなくなるため、音声がとぎれたり、

音声が詰まったりして音声品質が劣化する。

Ｂ ジッタバッファは、到着した音声パケットを一時的に蓄積して音声パケット間隔を一定化

するために用いられる。バッファメモリが大きいほどジッタの影響を小さくでき、遅延も小

さくなる。

Ｃ ジッタは、一般に、ＩＰ網の内部で発生するが、送信側端末にて必要とされる処理能力よ

りも低い処理能力の端末を利用した場合には、端末からの送出時にジッタが発生することが

ある。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

回線交換の電話網とＳＩＰを用いたＩＰ電話網との比較について述べた次の文章のうち、正

しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 網内の呼制御プロトコル及び網とユーザ間の呼制御プロトコルは、一般に、回線

交換の電話網では同一であるのに対し、ＳＩＰを用いたＩＰ電話網では異なってい

る。

② 網内のシグナリングプロトコルにおいて、メッセージフォーマットは、ＩＳＵＰ

ではテキストフォーマットを使用しているのに対し、ＳＩＰではバイナリフォーマ

ットを使用している。

③ 回線交換の電話網では、交換機が呼のルーティング及び回線管理を行うのに対し、

ＳＩＰを用いたＩＰ電話網では、一般に、プロキシサーバは、制御信号であるＳＩＰ

メッセージのルーティングを行うが、回線管理を行わない。

④ コールウェイティングサービスなどは、回線交換の電話網ではサービス機能が網

側で提供されることが多いのに対し、ＳＩＰを用いたＩＰ電話網では、一般に、サ

ービス機能が、プロキシサーバのみに実装されて実現される。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電気通信事業者が提供するＩＰ電話サービスに０ＡＢ～Ｊ電話番号が割り当てられるための

主な条件について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 電気通信事業者は、電話番号と発信場所を対応させる措置を講ずる。

② 電気通信事業者は、固定電話並みの通話品質及び安定品質として、Ｒ値は５０未

満、平均遅延は４００ms未満と同等の音声品質を確保する。

③ 電気通信事業者は、確実な番号需要に基づいた事業計画を提出する。

④ 電気通信事業者は、一般に、１１０番や１１９番などの緊急通報に対応する措置

を講ずる。
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、インターネットなどについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最

も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、

同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

インターネットは、ユーザのネットワークを相互接続するネットワークであり、単一の経路

制御ポリシーを共有するネットワークである (ア) の集合体となっている。

ＩＳＰは、インターネットに接続するための手段をサービスとして提供するだけでなく、一

般的な付加サービスとしてメールアドレスやホームページ開設用のディスクスペースを貸出し

するなどアプリケーションレベルのサービスも提供している。ＩＳＰ内の拠点間や他のＩＳＰ

を結ぶバックボーンは、一般に、通信事業者が提供する光ファイバ回線や専用回線などを利用

して構築される。複数のＩＳＰ間などバックボーンどうしの接続は、 (イ) といわれる相

互接続ポイントで行われる。

また、広く合意された定義は存在しないが、一般に、ネットワーク、サーバ、ストレージ、

アプリケーション及びサービスといった資源からなる情報処理基盤を、ユーザの必要に応じネ

ットワークを経由して提供するモデルは、 (ウ) コンピューティングといわれる。

(ウ) コンピューティングによるサービスのうち、アプリケーションそのものをサービス

として提供するものは、 (エ) といわれ、ユーザは必要な機能を必要なときに利用するこ

とができる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 分 散 ② ＥＳＰ ③ ＳａａＳ ④ イントラネット

⑤ ＩＸ ⑥ ＰＯＮ ⑦ パラレル ⑧ ＡＲＰＡＮＥＴ

⑨ ＱｏＥ ⑩ ＤＭＺ ⑪ クラウド ⑫ アクセスポイント

⑬ ＡＳ ⑭ ＣＤＮ ⑮ ＦＭＣ ⑯ ストリーミング
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

スイッチングハブの転送方式などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① スイッチングハブは、インタフェースの固有番号であるＭＡＣアドレスを基に、

二つのポート間を相互接続できるため、コリジョンが発生しにくい特徴を有する。

② カットアンドスルー方式は、オンザフライ方式ともいわれ、フォワーディングす

るフレームのＤＡ(あて先アドレス)を読み込んだ時点で、そのフレームを中継する。

③ ストアアンドフォワード方式は、フォワーディングするフレームの先頭から

ＦＣＳを除いた部分までの受信フレームをバッファリングして、フレームの誤り検

査に異常がなければ、そのフレームを中継する。

④ フラグメントフリー方式は、フォワーディングするフレームの先頭から一部分を

読み取り、異常がなければフォワーディングするフレームのＤＡに基づきそのフレ

ームを中継する。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

イーサネットの符号化方式について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ) であ

る。

<(カ)の解答群>

① １００ＢＡＳＥ－Ｘは、物理層で、４bitのデータを５bitに変換するマンチ

ェスタ符号化方式を用いる。

② １０００ＢＡＳＥ－Ｔは、８bitのデータにエラー検出用の１bitを加えて

９bitに変換し、４組の５値符号に割り当てる８Ｂ１Ｑ４符号化方式を用いてい

る。

③ １０ＧＢＡＳＥ－Ｒは、６４bitのデータに６bitの同期ヘッダを加えて伝送

する６４Ｂ／６６Ｂ符号化方式を用いることから、ギガビットイーサネットと比較

して大幅な変換効率の向上を図っている。

④ １０ＧＢＡＳＥ－Ｘは、１０ Ｇbit／sの送信データを２分割したうえで、

８Ｂ／１０Ｂ変換することにより、各送信信号の速度を低く抑え、電気／光変換、

光／電気変換を容易にしている。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

暗号化電子メールなどについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 暗号化電子メールの主な方式に、ＰＧＰとＳ／ＭＩＭＥがある。二つの方式の異なる特徴

として、ＰＧＰは、公開鍵を公的な第三者機関が保証するのに対して、Ｓ／ＭＩＭＥは、公

開鍵を利用者どうしで保証しあうことが挙げられる。

Ｂ Ｓ／ＭＩＭＥを用いた暗号化電子メールでは、一般に、送信者は、電子メールのメッセー

ジを公開鍵で暗号化し、その鍵を送信相手の共通鍵を用いて暗号化する。

Ｃ 公開鍵暗号方式によるデジタル署名は、署名者の公開鍵に対応する十分な強度を持つ秘密

鍵を署名者のみが所持することから、署名者本人が署名したものであることを保証する。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ファイアウォールにおけるセキュリティについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ク) である。

<(ク)の解答群>

① アプリケーションゲートウェイ方式では、一般に、通信の中継にプロキシサー

バといわれる機構が使われる。クライアントはプロキシサーバに対してコネクシ

ョンを開設し、それを受けたプロキシサーバが、新たに自分自身とサービス提供

者との間でコネクションを開設する。

② アプリケーションゲートウェイ方式は、ＩＤとパスワードを基にしてアクセス

の許可又は不許可を設定することが可能である。認証の機能を有するＦＴＰ、

ＳＳＨなどは、認証によって許可されたＩＰパケットだけを通過させることによ

り、アプリケーションレベルのセキュリティを確保できる。

③ ステートフルインスペクションといわれる機能を有するファイアウォールは、

通過するＩＰパケットの状態を監視し、行きのＩＰパケットを許可した時点で、

行きのＩＰパケットに対する戻りのＩＰパケットのルールを動的に設定すること

により、ＩＰパケットの通過を制限することができる。

④ ファイアウォールにより設けられ、公開サーバなどが設置されるＤＭＺは、一

般に、組織の内部ネットワーク内にあるため、外部ネットワークからの不正アク

セスを排除できる。



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・鍵(かぎ) ・筐体(きょうたい) ・桁(けた) ・躾(しつけ) ・充填(じゅうてん) 

・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔Bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(９) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


